
概要

事業所では、交通安全運動の機会をとらえて、横断歩道における歩行者保護の徹底、薄暮早目の点灯、シートベルトの着用チェック、飲酒運転根絶
に向けた運転者教育、点呼時におけるアルコール検知器の使用徹底などに取り組みましょう。

また、「子どもと高齢者を守る運転」などをテーマにして、運転者にグループ討議を実施してもらい、話し合いをもとに安全運転目標を考案して社内に
掲示するなど、子どもと高齢者を守る意識を高める取組みを進めましょう。
国土交通省でも、交通安全運動を踏まえて以下のような方針を広報しています。これらを参考に安全運行に取り組みましょう。

事業用自動車の安全確保

秋の全国交通安全運動が始まります

今月のテーマ

依然として高齢者の交通事故被害が目立つだけでなく、今年は未就学児
童の悲惨な交通事故が発生し、社会問題となりました。高齢ドライバーに
よる重大事故も多発しています。

交通安全運動では、多発する高齢者事故防止と秋口における日没時間
の急激な早まりなどを考慮し、次の５つの全国重点を定めています。

運動期間

令和元年９月２１日（土）から３０日（月）までの１０日間
交通事故死ゼロを目指す日 ９月３０日（月）
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① 子供と高齢者の安全な通行の確保
② 高齢運転者の交通事故防止
③ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中
の交通事故防止

④ 全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底

⑤ 飲酒運転の根絶

全国重点

① 「運転者の健康管理マニュアル」に基づき、運転者の疾病状況、薬品服用状況等を把握し、健康異常が認められた場合は交替さ
せる等、運転者の体調急変に伴う事故を防止する

② 日々の点呼における疲労、睡眠不足の状態を確認し、適切な運行指示を行う

③ 運転中に携帯電話の通話やスマートフォンの操作を絶対に行わないよう徹底する

④ 適性診断の結果も活用し、運転者に対し「思いやり・ゆずり合い」を意識させる

⑤ 飲酒運転の根絶に向けた運転者に対する指導・監督を適切に実施する

⑥ 覚せい剤や危険ドラッグ等薬物の使用防止の指導・啓発を徹
底する

⑦ 夕暮れ時の早めの点灯、暗い道等での上向きライトへの切替
の励行

⑧ 車高、視野、死角、内輪差、制動距離等車の構造上の特性を
把握し、安全確保を徹底する

⑨ 進路変更、転回、後退等の際は、あらかじめミラー等により安
全を充分に確かめるとともに、後退警報装置や左折警報装
置などを備える車両では、やむを得ない場合を除き、当該装置
を停止しないよう指導する

事業用自動車総合安全プラン2020を踏まえた事業用自動車の安全運行の徹底


